
（５）試験と単位認定 

 

試験は、原則として授業の終了する学期末に行なわれます。 

試験の実施日・時間等は、その都度掲示します。 

合格とならなかった科目のうち、修得する必要がある科目は、原則として再履修しなけ

ればなりません。 

他の高等教育機関での修得単位については、単位認定申請書を提出し、専攻科委員会で

審査の上、専攻科における履修と見なし、16 単位（そのうち８単位以上は専攻に係る単位）

を超えない範囲で専攻科修得単位として認定されます。（取扱いについては（８）-(1)参照） 

単位認定については、履修届を提出した科目のみ認められます。 

 

 

（６）専攻科修了要件 

 

専攻科を修了するためには、62 単位以上（一般科目、専門基礎科目、専門科目の修得単

位数の内訳については、入学年度の教育課程表を参照のこと）修得しなければなりません。 

なお、この単位には上記（５）の他の高等教育機関で修得した単位のうち、専攻科修得

単位として認定された単位を含みます。 

 

 

（７）教育プログラム修了要件 

 

本校には「生産システム工学」、「物質工学」、「経営情報工学」の 3つの教育プログラム

があります。生産システム工学専攻の入学者は「生産システム工学」教育プログラムの履

修者、物質工学専攻の入学者は「物質工学」教育プログラムの履修者、経営情報工学専攻

の入学者は、「経営情報工学」教育プログラムの履修者となります。 

本校の本科を卒業し専攻科に入学した者は、専攻科を修了しかつ学士の学位を取得する

ことで、教育プログラムの修了となります。ただし、他の高等専門学校を卒業し専攻科に

入学した者等、専攻科のカリキュラムだけでは本校の教育プログラムの修了要件を満たさ

ない場合があります。（取扱いについては(8)-(2)参照）この場合、専攻科入学後、本校の

本科４、５年の科目を履修して単位を取得する等により、以下に示す要件を満たす必要が

あります。（取扱いについては(8)-(3)参照） 

 

教育プログラム修了要件（別表 1、2参照） 

1. 教育プログラムが定めた科目を修得していること。 

2. 教育プログラムにおいて、124 単位以上修得していること。 

3. 教育プログラムにおいて、数学、自然科学及び科学技術に関する内容が全体の 60％

以上であること。 

4.  学士を取得していること（外部評価項目）。 
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(a) (b) (c) (e) (f) (g) (h) (i)

    ＪＡＢＥＥ (1) (2) (3) (4)

  　基準１の(2)

(Ａ)
好奇心と
持続力

現代物理
学
化学応用
工学

自然科学
関連２単
位以上

卒業研究

工学実験
系６単位
以上

インター
ンシップ

卒業研究

(Ｂ) 情報技術

②群から
１科目以
上

情報処理
応用

(Ｃ) 立案能力

①③⑤群
からそれ
ぞれ１科
目以上

工学特論
Ⅰ,Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅰ

工学特論
Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅰ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅰ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅰ

(Ｄ) 実現能力

特別研究
Ⅰ,Ⅱ

専門選択
科目Ｄの
中から４
単位以上

特別研究
Ⅰ,Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅱ

特別研究
Ⅰ,Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅱ

特別研究
Ⅰ,Ⅱ

エンジニ
アリング
デザイン
Ⅱ

(Ｅ) 解析能力

線形代数

数学関連
２単位以
上

④群から
１科目以
上

工学複合
実験

専門選択
科目Ｅの
中から４
単位以上

工学複合
実験

工学複合
実験

工学複合
実験

(Ｆ)
環境と
技術者倫理

環境と社
会

人文社会
科学系３
科目以上

技術者倫
理

(Ｇ)
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

特別研究
Ⅰ,Ⅱ（学
協会等で
の発表）

英語表現

日本語表
現

英語

語学から
４科目以
上

特別研究
Ⅰ,Ⅱ（学
協会等で
の発表）

実
験
計
画
・
遂
行
・
解
析
・
説
明
・
説
得
能
力

創
造
性
・
課
題
探
求
・
解
決
能
力

実
務
問
題
の
理
解
・
対
応
能
力

(d)専門分野

 
自
主
的
・
継
続
的
学
習
能
力

 
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
能
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の
専
門
工
学

別表１　本プログラムが定めた科目（平成29年度 「生産システム工学」教育プログラム）

　
ま
と
め
の
能
力

　本校の
　学習・教育
　到達目標

 
地
球
的
視
点
か
ら
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
能
力

 
技
術
が
社
会
や
自
然
に
及
ぼ
す
影
響
（
技
術
者
倫
理
）

 
数
学
・
自
然
科
学

 
社
会
の
要
求
を
解
決
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
能
力

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
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